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 A discussion of G.Sabbatini’s “Regola facile e breve”
―  An early 17th ― century Venetian basso continuo tutor  ―
      　　　　　　　　　　　　　　　坂 由理　BAN Yuri　
    　 
はじめに
　16 世紀末から 17 世紀にかけて、ヨーロッパの音楽には大きな変化の波が訪れた。その
象徴的なできごとが、フィレンツェのG.カッチーニGiulio Caccini（1545頃 -1618）や J.ペー
リ Jacopo Peri（1561-1633）たちによるオペラの作曲、上演であった。この「歌うように語る
Recitar cantando」という野心的な音楽劇は、古代ギリシャ劇復興にかける彼らの情熱がう
み出したものであったが 1、その実現には、通奏低音 Basso continuo という新しい音楽語
法の力にあずかるところが大きかった。言葉の意味や抑揚にしたがって自由に語る歌唱声
部と、バス声部に付された数字によって即興的に奏される通奏低音が相呼応し、多彩な情
感を表現する。この語法なくして、オペラや「新音楽 Le nuove musiche」（1602 年に出版
されたカッチーニの歌曲集）は生まれなかっただろう。
　カッチーニとペーリは、ともに歌手でもあり、前者は歌唱法に関する新しい知見を「新
音楽」の序文 2 で明らかにした。一方、通奏低音については、1607 年、A. アガッツァー
リ Agostino Agazzari（1579-1640）と F. ビアンチャルディ Francesco Bianciardi（1571/2-



















　底本としたのは初版（1628）だが、第 2 版（1644）と第 3 版（1669）も参照した 3。
　REGOLA / FACILE, E BREVE / PER SONARE SOPRA IL BASSO / CONTINVO, 
NELL’ORGANO, / Manacordo, ò altro Simile Stromento. / COMPOSTA / DA 
GALEAZZO SABBATINI / Dalla quale in questa Prima Parte ciascuno da se stesso / potrà 
imparare da i primi principij quello che sarà necessario per simil’effetto / CON LICENZA 
DE’SVPERIORI, E PRIVILEGIO. / VENETIA, PER IL SALVADORI. MDCXXVIII.
　本稿では原著から譜例や文章を引用した場合、（S 21）のようにページを示す。原著の
譜例を筆者がレアリゼーションした場合も同様である。楽譜の引用はアガッツァーリの場



















表す＃、短 3 度上の音を表す♭しか表れない。＃、♭についてはⅣ⑦で述べる。6 が使
われるのは、B1 と＃のついた音に限られる。その結果、現れる和音は長三和音と短三和
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音だけということになる。いわゆる七の和音もなく、B1 は必ず 6 なので、BDF という減
三和音も出現しない。＃のついた音も同様である。現代人にとって意外なのは譜例 1 の
G2 音から F2 音への進行（ ）と E2 音上の和音が 6 でないことであろうか。長調短
調という調性が確立していない時期の未だ旋法的な音の運びといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
譜例 1（S 21） 6
　＊の 3 は、左手で 3 度上の D3 を弾く指示である。だが、右手は G3 を弾くように述べ
ているので、一般の通奏低音表示なら必ず６であろう。（同時代には、13 というふうに複
音程の表示をする作曲家もいた。7）また、左手がバス音だけを弾く場合には 1 という数字、
あるいは tasto solo (t.s.) という表示も見られる。この場合、右手が 3 度上の音、ときに 5






　第 4 章では、バスの音域を 5 つにわけて示す。譜例の下に、著者の記述にしたがって、
左手でどの音を弾くかを筆者が書き加えた。B1 についてだけは、Ⅳ②で取り上げる。
　
















　① vota と piena
　和音を実際に連結するにあたり、音の重ね方に vota （空っぽの）と piena（満ちた）の
2 種を示している。ⓐとⓑ、ⓒとⓓを比べると、それぞれ vota と piena で両手の音の配
分が異なり、ⓔとⓕ、ⓖとⓗでは piena（pieno）の右手が１音多い。ⓐとⓑについては、
第 14 章で G1、G2 などと実際の音によって説明しているので、それを音符にして記した。
ⓒからⓗは著者の記述 8 にしたがって音符を記し譜例とした。
譜例 3   　　　 ⓐ　　 　ⓑ　　　ⓒ　　　ⓓ　　　ⓔ　　　ⓕ　　　ⓖ　　　ⓗ　
　②６の和音
　B quadro （硬い B）と＃のついたバス音の場合は、たとえ 6 という数字が付されてなく
ても 6 を弾く、としている（S 9）。音の重ね方については、第 18 章で詳しく取り上げ、B 
quadro の場合、上声部に 3 度 6 度 8 度を重ね、＃のついた音には、3 度 6 度を重ねるよ
う指示している。後者の場合、8 度を重ねてはいけないが、ripieni のとき、バス音が第二
音域（G1―D2）なら重複可能としている。ripieni とは、アーノルドが full chord と訳し
ている通り、つかめるだけの音をつかんで分厚い和音を弾く奏法と考えられる。この奏法
は、のちにイタリアの L. ペンナ Lorenzo Penna（1613-1693）9 やドイツの J.H. ハイニッヘ




　第 7 章冒頭には次の記述が見られる。　のようにバス音 E2 に 8 と数字づけすると、ソ
















例 5 はアーノルドのレアリゼーション例 12 だが、＊の数字を彼は 3 と読んでいる。たし
かに 1644 年版は数字がにじんで判読不可能だが、初版でははっきり 8 と読めるので、そ
の部分の筆者による案13 も下段に示す。
譜例 5（S 22-23,  Ar 121）　
　譜例 1 もまったく同じ音階だが、数字付けに違いが見られる。このように音階を和声
づけして通奏低音を学ぶ方法は、18 世紀のフランスで「la règle de l’octave オクターヴ規
則」と呼ばれ、さかんに用いられた。フランスの場合、様々な数字を繰り出して多くの
種類の和音を学ぶことを目的の 1 つとしているが、サッバティーニにその目的は見受け
られない。下記に la règle de l’octave の代表的な例をあげる。
譜例 6
　　　







譜例 8（S 17） 
　
　⑥平行８度、平行５度
　バスが順次進行する場合、8 度 5 度がそれぞれ 2 つ続くのは許されるとしている。この
ような平行８度５度に関する鷹揚さは、17 世紀イタリアの理論家に共通する14。
　また、第 1 音域だけは、跳躍進行の場合も平行 8 度が許されるとし、左手でバス音だけ











その形も、一般の通奏低音記譜で表わすなら、3 と 6 の 2 種類のみで、四六の形も現れな
い。（現代の和声学の用語では、「基本形と第一転回形のみで、第二転回形はなし」。）これ






















から 3 度上の音に＃、または♭がつくと述べている（S 26）。これはバス音の音域によっ
ては、大変低い音域での 3 度となる。現代の私たちは、重い響きを想像するが、17 世紀
イタリアのチェンバロ、オルガンでは、さほど重くならないと考えられる。
Ⅴ 複合式音位名17と楽器について












　「3 度の音程をかたちづくる 2音のうち、上の音の音位名に Mi が含まれる場合、その音
程は長 3 度である」「6 度をかたちづくる 2 音のうち、上の音の音位名に Mi か La が含ま
れる場合、長 6 度である」と説明している（S 25）。補足すると、上の音に Mi が含まれな






















　譜例 11 におけるバス声部とアルト声部間の平行 8 度、バス声部とテノール声部間の平
行５度、譜例 12 の左手に見られる平行 8 度は「バス音が順次進行する際、1 回に限り許





譜例 11  Agazzari（Ag 7）　　　　　　　　　譜例 12   Bianciardi 20











“ Deh vieni hor mai cor mio “　
　　　　
　 左手の低い音域での 3 度は、




ニの記述通りである。そして、第 3 小節で B♭1 上の和音に進行する際、声部進行に関し
て記譜上の考慮がない点もサッバティーニと共通する。
譜例 15　Luzzaschi  （P.14）























を軽んじたわけではないだろう。むしろ vota と piena の方式により、どんな初心者でも







手の和音、また vota と piena を区別する方法にしても、後期バロックの通奏低音に馴れ
親しんだ私たちには、かえって難しく感じられる。「好古趣味の観点からは大変興味深いが、
実用にはあまり役立たない」 (Arnold 1965：126）というアーノルドの評価も頷けなくはな








付記　譜例 1、2、10 と図 1 の掲載にあたっては、International museum and library of 
music of Bologna、譜例 6 については Edition Minkoff の許可を得た。
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　This study discusses G.Sabbatini’s treatise(1628) on basso continuo. His book is devoted to 
explaining continuo for beginners. His continuo figures show what intervals are to be played by 
the left hand. He divided the left-hand texture into two classes : vota and piena. This approach is 
distinctive, and valuable for beginners. This is so because beginners can, with Sabbatini’s approach, 
play basic chord progressions without taking voice-leading into account. We can find Sabbatini’s 
approach in the treatises of Bianciardi (1607) and Agazzari (1607) and in the madrigal publication of 
Luzzaschi (1601).
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　 （本学付属民族音楽研究所講師　チェンバロ）
